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変貌：景観は生きている。技術の進歩や社会の変化により変わる。

三菱神戸の例：

創業：１９０５（明治３８）年、８月８日日本郵船の和歌浦丸の入渠をもって開業。

規模：用地面積；約８万㎡ 工場建物；１２棟 浮きドック；１基 電力；７７８馬力

小蒸気船；５隻 従業員；1,800人
三菱としてはじめて一からデザインした造船所、当初から機械部門に注力

１９２５年の英文事業所案内から



海から見た大正末期の三菱神戸

船台上に建造中の新造船が見える

クレンではなくデリックが用いられていた 船を引き込んだ後排水して浮き上がるFloating Dock
この２番ドックは浮揚力１２，０００トン 和田岬附近は
地質が良くないということで、浮きドックでスターとした

後日、１基の乾ドック（堀込式のドック）も建設した
いずれも「１９２５年英文事業所案内」より



創立５０周年１９５５年頃の三菱神戸の景観

新三菱神戸造船所５０
年史より

終戦から１０年、修

繕船と新造船でやっ

と敗戦の痛手から立
ち上がった。

設備の拡張はまだ
行われていない



創立１００年２００５年の三菱神戸の景観

震災から１０年、復旧は
出来た

しかし、修繕船事業は

２００４年に撤退、景観

の一つだった浮きドック

は逐次撤去されて１基を

残すのみ。船台上に１隻

のコンテナ船が建造中。

景観は産業の盛衰と共
に変わらざるを得ない

神船時報１００周年記念
号より



創立１０７年２０１２年商船事業を閉鎖
船舶部門は潜水艦ならびに潜水機種のみ

商船最後の建造船第１２９６番船
EMERALD ACEが2012年３月９日進水した

岸壁に係留して艤装を終え、６月２９日造
船所を離れて処女航海に旅立った

大勢の造船所員が万感の思いを籠めて
見送った（次ページも含め神船時報より）



あとには船が１隻も見えない造船所が残った



神戸造船所は複合経営体制で成長してきた
これからも航空機部材製作などに取り組むという

商船：新造／修繕／改造

大型舶用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関

PWR型原子力プラント

原子力燃料（プルサーマ
ル）

道路料金機械システム

潜水艦・潜水調査船など

燃料電池

原子力蒸気発生器

EVモーター ロボット

ロケット打ち上げ台

水圧鉄管据付け



波止場の情景
波止場という言葉もなくなったが、港の情景と言えば波止場の情景が主である。
港を海上から見た景観は美しいが、一般の人が見る機会は極めて少ない。

貨物輸送のシステムがコンテナ化されてから港の景観は全く変わってしまった。

先ず船が変わった。自身が荷役装置を持っていた貨物船に代わって地上に大型のクレンを設置し、
ストラッドル・キャリアがコンテナを移動させるコンテナターミナルが出現、船はこのターミナルに着岸し、

短時間で荷役を終え出港する。ターミナルは一般の人が入れない工場のようになってしまった。また、その
場所も街から離れた埋め立て地などに移った。 街から波止場が消えてしまい、街の特徴もなくなった。

コンテナ化以前
の波止場の情景
左：あるぜんちな丸
右：さんとす丸（ｓ。２７年）

ともに野間

恒氏、商船

三井船隊史
より



コンテナ船の姿

船の形も着岸する場所もかわってしまったコンテナ船、陸上の巨大なコンテナクレンは工場のようである

長さ ３１６ｍ 幅 ４６ｍ コンテナ数 ８１１０ＴＥＵ 野間恒「商船三井船隊史」より



変わらない景観に貢献した造船所の鉄構事業

港の機能や周辺の産業構造が変わっても変わらない景観がある

その事例を挙げるが、いずれも地元造船所の鉄構事業部門が構築に貢献した
東神戸大橋

一括搭載した灘大橋 制作中の高速道路構造物

いずれも三菱重工神
戸造船所百年史より



街中の鉄構製品と港ならではの一括架設

大きな吊り上げ能力の海上クレーンが身
近にある港ならではの一括架設工法

このページと次ページ：「重工工事３３年半の記録」より



明石海峡大橋架設作業の状況

主塔とケーブル架設

橋長：3,911.1m 塔柱高さ：282.8m
鋼重：23,950トン 架設工法：クライミングクレーン工法

補剛桁架設

鋼重：22,480トン 世界最大支間長の吊り橋

架設工法：トラベラークレーンによる面材張り出し工法

工事中に発生した阪神淡路大地震により径間長が０．８ｍ
伸び1990.8ｍとなった



技術の進歩、社会の変化に応じて変貌する港の景観のよう
な産業景観を保存することは難しい

私の経験：
若いときに海上試運転担当し、船橋で仕事をしていたので海上から

神戸港を見る機会に恵まれた。山を背景とする神戸港を海から眺め
るのは実に楽しい。特に夕暮れ、夜間に見る景観は素晴らしい。

しかし、この様な海上からの景観を一般の人が楽しむ機会

は少ない。遊覧船から見るのが最上であるが、今日進歩し

ている映像技術を駆使して、その季節に相応しいパノラマ

映像などで海岸で海上の景観を楽しめるような工夫が必要

と考える。また、過去の波止場の情景などは模型展示など
で見せる方法もある。

参考：横浜「港博物館」の展示

港の景観保存についての提案

横浜港博物館：昔の荷役
風景の模型



景観は変貌するものという前提で考えるべきではないか

どの時代の景観を保存するのか？

最早昔の波止場の情景は保存 出来ない。

コンテナ化に伴う変化なら今からでも出来るのでは？

日本で初めてのコンテナヤードであった摩耶埠頭、島にヤードと住宅

を混在させたポーアイ、六甲アイランドなどうまく残せると面白い

船尾より 積まるる輸出車

つぎつぎに

光りて埠頭も海も明るし （１９８８年歌会はじめ入選歌）

自動車輸送専用船につぎつぎ走り込んで行く車の姿も、今日的景観である、作者
はどこか見える場所でこの景観を飽かず眺めたのであろう。新しい景観は創り出
して行くものではないか。 以上



神戸の造船所は新規事業のインキュベーター（孵卵器）だった
三菱神戸の例

明治３８年（1905） 創業 修繕船事業で開業 蒸気機械中心で造機部スタート

大正５年 (1916) ルノー空冷Ｖ型航空発動機の製作に着手

大正６年（1917） ２５０馬力４サイクル空気噴油式ディーゼル機関完成（日本初）

潜水艦用ディーゼル機関につき英ビッカース社と技術提携

電気部を新設

三菱Ａ型自動車を試作

大正８年（1919）５月 内燃機部門を分離して神戸内燃機製作所を設立

１１月 電気部門を分離して電機製作所を設立（後の三菱電機）

大正９年（1920）５月 神戸内燃機製作所を母体として三菱内燃機製造（株）を設立

本拠地を名古屋と定め航空機・自動車の専門工場を建設

大正１１年 名古屋製作所は自動車の生産を中止、軍用航空機の生産に専念

昭和３年（1928）３月 三菱内燃機（株）はディーゼルエンジン専門の神戸工場を神戸造船所に戻し、航空機専業

態勢に、社名も三菱航空機（株）に変更

昭和９年（1934）６月 造船会社と航空機会社を合併、社名を三菱重工業（株）とした

重工業はHeavy Industriesの和訳で岩崎小弥太の命名といわれる。

日本で「重工業」という社名が使われた初めての例である。

H1



昭和１８年（1943） 三原製作所を開設、車両、機関車、エアブレーキの生産を移管

昭和２７年（1952） アメリカ・ウエスチングハウス社と陸舶用蒸気タービンの製造に関する技術提携を締結、発電

事業用タービンの製作を開始

昭和３９年（1964） 高砂製作所が発足、蒸気タービン、ガスタービン、水車など電力用原動機の生産を移管

昭和４１年(1966) PWR型原子力発電プラント１号機受注、原子力プラント主力工場となる

昭和４６年（1971） 明石製作所設立 パワーショベル、トンネル・マシン製作を移管

（現在、キャタピラー ジャパンとなっている）

“神戸”の“造船所”がこの様に活発に事業を分離新しい工場、会社を生み出していった理由は次の２つ。

（１） 新しい港町”神戸”の持つ 開放的 自由闊達な 気風が進取の気風を生んだ

（２） 造船という様々な機器を必要とする巨大なプラントが関連する機器の技術を育てた

神戸造船所２代目所長塩田泰介は始めから“製作所”を作るつもりだった。リーダーの慧眼が新しい世界を開いた。
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１９２５年の英文事業所案内 三菱造船株式会社 同左

新三菱神戸造船所５０年史 新三菱重工・神戸造船所 同左

三菱重工神戸造船所百年史 三菱重工・神戸造船所 同左

重工工事３３年半の記録 三菱重工工事（株） 同左

神船時報 三菱神戸造船所 同左

商船三井船隊史 野間 恒 野間 恒

海に陸にそして宇宙へ 続三菱重工業社史 三菱重工業（株） 同左


